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２. 地域概況 

２.１ 地域の現状と将来動向 

２.１.１ 人口 

本町の人口は、平成 52 年（2040 年）の予測値が 19,850 人と、平成 27 年（2015 年）の実

績値 24,919 人と比べて約 5,000 人（約 20%）減少します。 

また、平成 52 年（2040 年）の高齢化率が約 45%、年少人口は 8%と予測されており、少子高

齢化が進みます。 

 

 

 

 
データ：国勢調査、那須町人口ビジョン（国立社会保障・人口問題研究所推計）より作成 
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参考）人口の将来展望 

那須町人口ビジョンでは、合計特殊出生率や純移動率の改善によって、平成 72 年（2060 年）

に人口規模 22,100 人の維持を長期的目標に掲げています。 

 

 

出典：那須町人口ビジョン（平成 27 年 10 月）より作成 

※社人研：国立社会保障・人口問題研究所 
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２.１.２ 人口分布 

本町全体の人口密度は 66.9 人/km²（平成 27 年国勢調査）となっています。 

黒田原駅周辺の地域では人口が集中していますが、人口集中地区に該当する地域はみられません。 

 

 

データ：平成 22 年国勢調査（500m メッシュ）より作成 
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２.１.３ ６５歳以上人口分布 

人口分布と同様に、黒田原駅周辺を中心に 65 歳以上人口が集中している地区がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 22 年国勢調査（500m メッシュ）より作成 
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２.１.４ 施設分布 

本町の各種施設は、黒田原駅周辺に立地しています。 

町北部や南部には、医療施設や商業施設が立地していない地区があります。 

  

 

施設分類 主な施設 

行政施設 那須町役場 

教育施設 小学校：那須小学校、東陽小学校など 7 箇所 

中学校：那須中学校、東陽中学校、黒田原中学校 

    ※東陽中学校は黒田原中学校を拠点校として統合し、平成 29 年 4 月 

     より那須中央中学校に校名変更 

高等学校：那須高校、幸福の科学学園（中高一貫） 

医療施設 那須高原病院、田崎医院など 

商業施設 スーパーダイユー、ザ・ビッグ 

  

那須町役場
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２.２ 交通の現状 

２.２.１ 道路網と鉄道網 

本町の道路網は、東北縦貫自動車道、一般国道 4 号・一般国道 294 号、県道 17 号那須高原線・

県道 21 号湯本漆塚線・県道 28 号大子那須線等で形成されています。東北縦貫自動車道には那須Ｉ

Ｃ及び那須高原スマートＩＣが設けられており、東京圏や東北圏、県都宇都宮との広域的な交流を担

っています。 

鉄道網としては、JR 東北本線が町内を横断しています。黒田原駅・高久駅・豊原駅の 3 駅が設け

られており、首都圏からの那須観光の玄関口となっている那須塩原駅や町外の商業施設や病院に近接

する黒磯駅・新白河駅等への移動需要を担っています。 
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参考.町内各駅のバリアフリー対応について 

町内 3 駅とも構内には跨線橋が設けられていますが、エレベーター等は設置されておりません。加

えて那須町の主要駅である黒田原駅の上り線ホームでは、車両とホームとの間に大きな段差が生じてい

るため、車両の乗降においてもバリアが生じている状況です。ただし、平成 28 年 12 月より車両とホ

ームとの間の段差を解消する工事が開始されており、このバリアについては近々解消される予定となっ

ています。 
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参考.黒田原駅の時刻表（※平成 28年 11月時点） 

 那須町の主要駅である黒田原駅では、上下線ともに概ね 1 時間に 1 本が運行されています。 

 

時 
時刻表（平日・土休日共通） 

黒磯・宇都宮方面 (上り) 郡山・福島方面 (下り) 

5 時 37 56 

6 時 33 31 

7 時 14・51 14 

8 時 36 03 

9 時 58 04・47 

10 時 49 36 

11 時 38 42 

12 時 38 43 

13 時 45 42 

14 時 44 28 

15 時 45 41 

16 時 24 42 

17 時 20 15 

18 時 22 23 

19 時 16 52 

20 時 36 55 

21 時 36 ― 

22 時 22 09 

23 時 ― 09 
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２.２.２ 公共交通網（バス路線・タクシーなど） 

本町のバス路線網は、民間路線バスが 2 路線、町営バスが 2 路線、観光周遊シャトルバスが 1 路

線により形成されています。 

町内に営業所を置くタクシー事業者は 1 社のみで、町内全域（JR 東北本線を境に北部地域と南部

地域に区分）を対象にデマンド型乗合交通を運行しています。このデマンド型乗合交通は、自宅近く

のゴミステーション等を基本にきめ細かく設置した「自宅側停留所」と黒田原駅周辺及び広谷地周辺

に設置した「目的地側停留所」との間を運行しており、北部運行区域（黒田原行）は月曜・水曜・金

曜日に、北部運行区域（広谷地行）と南部運行区域は火曜・木曜・土曜日に運行し、それぞれ 1 日

4 便運行しています。 

 

 

 

  

那須町 公共交通ネットワーク図

芦野仲町

上町

黒田原駅

豊原駅

高久駅

黒磯駅

那須塩原駅

なすの苑前

ゆめ
プラザ前

いこいの家

那須湯本温泉

広谷地

伊王野小学校前

那須ロープウェイ

追分

稲沢

池田

※鉄道・バスは１日３回以上運行している系統のみ図示

区 間：いこいの家～ゆめプラザ前
時間帯：7:40～18:20
回 数：3回
運 賃：一般500円

60歳以上等300円

那須町民バス
湯本線

平成28年4月1日現在

那須町民バス
追分・黒磯駅線

区 間：追分～黒磯駅
時間帯：6:47～18:33
回 数：3回
運 賃：一般500円

60歳以上等300円

東野交通 伊王野線

区 間：黒田原駅～上町
時間帯：7:20～17:50
回 数：4回
運 賃：一般170円～600円

那須町観光協会
きゅーびー号

区 間：道の駅那須高原友愛の森
～湯本 那須町観光協会前
～道の駅那須高原友愛の森

時間帯：9:00～17:23
回 数：11回（片回り循環）
運 賃：一日フリーパス1000円

1回ちょい乗り券350円

道の駅那須高原
友愛の森

那須町役場

東野交通 那須線

区 間：那須塩原駅（黒磯駅）
～那須ロープウェイ

（那須湯本温泉）
時間帯：5:45～20:25
回 数：20回
運 賃：170円～1400円

区 間：黒磯駅～郡山駅（白河駅）
時間帯：5:20～23:27
回 数：19回
運 賃：一般190円～1140円

JR東日本
東北本線

那須町デマンド型乗合交通
北部運行区域

黒田原行き運行日：月曜・水曜・金曜
広谷地行き運行日：火曜・木曜・土曜

※詳細は裏面をご覧ください

黒田原タクシー
（一般タクシー）

年中無休・24時間営業
TEL：0287-72-0118

那須町デマンド型乗合交通
南部運行区域

黒田原行き運行日：火曜・木曜・土曜
※詳細は裏面をご覧ください
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参考.バス路線の運行本数 

 町内の民間路線バスについて、町外の那須塩原駅・黒磯駅と那須湯本地区を結ぶ那須線は 6 時台か

ら 19 時台の間、概ね 1 時間に 1 本以上の運行本数が確保され、観光客需要に対応しています。一方

で黒田原駅と伊王野地区を結ぶ伊王野線は運行本数が 1 日に 4 本で、10 時台～13 時台の間は運行さ

れていません。 

【民間路線バスの時間帯別運行本数】※平成 28 年 11 月時点 

①那須線 

時間帯 

運行本数 

黒磯駅・那須塩原駅方面 (上り) 那須湯本方面 (下り) 

平日 土休日 平日 土休日 

5 時台   1  

6 時台 1 1 2 3 

7 時台 2 1 2 2 

8 時台 2 2 2 2 

9 時台 1 2 2 2 

10 時台 2 2 1 2 

11 時台 1 2 1 1 

12 時台 1 1 1 1 

13 時台 1 1 1 1 

14 時台 1 1 1 1 

15 時台 1 1 2 2 

16 時台 2 4 1 1 

17 時台 2 1 1 1 

18 時台 1 1 1  

19 時台 2 1 1 1 

合計 20 21 20 20 

②伊王野線 

時間帯 

運行本数（平日・土休日共通） 

黒田原駅方面 

(上り) 

上町方面 

(下り) 

5 時台   

6 時台   

7 時台 1  

8 時台  １ 

9 時台 1  

10 時台   

11 時台   

12 時台   

13 時台   

14 時台  1 

15 時台 1  

16 時台 1 1 

17 時台  1 

18 時台   

19 時台   

合計 4 4 
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町民バスについて、町内南部地域を運行する追分・黒磯駅線、町内北部地域を運行する湯本線ともに、

運行本数が 1 日に 3 本と少ない状況にあります。 

 

【町民バスの時間帯別運行本数】※平成 28 年 11 月時点 

①追分・黒磯駅線 

時間帯 
運行本数（平日・土休日共通） 

黒磯駅方面 追分方面 

5 時台   

6 時台 1  

7 時台   

8 時台   

9 時台   

10 時台   

11 時台  1 

12 時台 1  

13 時台   

14 時台  1 

15 時台   

16 時台 1  

17 時台  1 

18 時台   

19 時台   

合計 3 3 

 

②湯本線 

時間帯 
運行本数（平日・土休日共通） 

ゆめプラザ方面 湯本方面 

5 時台   

6 時台   

7 時台 1  

8 時台  1 

9 時台   

10 時台   

11 時台   

12 時台   

13 時台 1  

14 時台   

15 時台  1 

16 時台   

17 時台 1 1 

18 時台   

19 時台   

合計 3 3 
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参考.デマンド型乗合交通の運行本数 

 デマンド型乗合交通は黒田原行・広谷地行ともに 1 日 4 便運行（※事前予約があった場合のみ）さ

れています。運賃は一般（高校生以上）500 円、小中学生・60 歳以上 300 円（幼児・障害者・生活

保護受給者は無料）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 28 年 11 月時点 

参考.タクシーの状況 

 町内に営業所を置く唯一のタクシー会社である黒田原タクシーは、車両 6 台にて営業を行っていま

す。（平成 28 年 11 月時点）。  

■目的地側停留所

■運行時間

■目的地側停留所

■運行時間

自宅側 広谷地 自宅側

行きの便 帰りの便

自宅側停留所
に設定された
出発目安時刻
（1日4便）

道の駅・友愛の森

帰宅時は希望
により自宅ま
でお送りしま
す。

到着時刻 出発時刻

10：20
11：50
14：10
16：30

10：20
12：40
14：40
16：50

○黒田原行き（北部：月水金、南部：火木土） ○広谷地行き（北部：火木土）

塩田医院
那須町
ゆうゆうセンター

黒田原駅

那須町
役場

立花医院

塚原
医院

田崎
医院

ゆめプラザ・那須

那須野農協那須支店

那須高等学校前

余笹川ふれあい公園

コメリ
那須店

自宅側 黒田原 自宅側

行きの便 帰りの便

自宅側停留所
に設定された
出発目安時刻
（1日4便）

黒田原駅

帰宅時は希望
により自宅ま
でお送りしま
す。

到着時刻 出発時刻

8：40
11：50
14：00
16：30

9：00
11：50
14：00
16：50

道の駅・那須高原友愛の森

ダイユー
那須高原店那須

郵便局

コメリ那須高原店

カワチ薬品
那須高原店 もみの木

医院

アイビーデンタル
クリニック

セブンイレブン
那須池田店

ココストア那須りんどう湖店

北部運行区域 

南部 

運行区域 

黒田原 

広谷地 
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２.２.３ 鉄道の利用実態 

（１） 鉄道駅の乗車人員の推移 

町内 3 駅の内、高久駅と豊原駅は駅員無配置駅であり、平成 24 年度以降はデータが公開されて

いません。高久駅の乗車人員は年間 1 万 5 千人程度、豊原駅の乗車人員は年間 2 万人前後で推移し

ており、1 日当りの乗車人員は高久駅が約 40 人、豊原駅が約 55 人です。両駅とも定期券利用者が

利用者の大半を占めています。 

黒田原駅の平成 25 年度の乗車人員は 19 万 9 千人で、1 日当りの乗車人員は 523 人です。この

駅も定期券利用者が大半を占めています。 

町外の那須塩原駅と黒磯駅は町内 3 駅に比べ乗車人員が格段に多く、また観光客の利用が多いこ

とから普通（定期外）利用者数の割合が高いのが特徴です。特に那須塩原駅では、定期券利用者より

も普通利用者の割合が高くなっています。 

 

■駅別旅客乗車人員（単位：千人） 

年度 種別 
  駅 名   

那須塩原 黒磯 高久 黒田原 豊原 

 合計 1,791 912 13 196 20 

H20 普通 1,065 299 2 33 1 

 定期 726 613 11 163 19 

 合計 1,697 876 14 191 18 

H21 普通 973 278 2 30 1 

 定期 725 598 11 162 18 

 合計 1,728 862 16 179 20 

H22 普通 976 257 2 26 1 

 定期 752 605 14 153 19 

 合計 1,679 865 14 176 20 

H23 普通 909 235 2 23 1 

 定期 770 630 12 153 19 

 合計 1,804 875 － 193 － 

H24 普通 990 248 － 25 － 

 定期 814 627 － 168 － 

 合計 1,860 883 － 199 － 

H25 普通 1,037 247 － 25 － 

 定期 824 636 － 174 － 

※旅客乗車人員は、千人未満四捨五入のため、内訳と総数が一致しないことがあります。 

出典：栃木県統計年鑑 
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（２） 駅別利用実態 

平成 23 年度～24 年度の調査結果となりますが、町内の黒田原駅と町外で本町の玄関的な役割を

担う黒磯駅と那須塩原駅の利用実態は以下のとおりです。 

 

１） 黒田原駅 

平日は、「那須塩原市や宇都宮市への通学」が多く、駅までの交通手段は徒歩 52％、送迎 33％

となっています。また、来訪者は「学生の利用」が 85％となっています。 

休日は、平日同様に「学生の割合」が依然として高いものの、平日に比べて大幅に利用者数が少な

くなっています。 

 

【調査日】平日：平成 24 年 10 月 11 日（木）、休日：平成 24 年 10 月 14 日（日） 

 

 

  

黒田原駅 利用実態調査結果 

曜日 利用者区分 降車数 利用者属性 

平日 

町民等 

(午後降車) 

209 人 

(学生

66.5%) 

出発地 那須町（100.0%） 

目的地 那須塩原市（28.6%），宇都宮市（23.8%） 

利用目的 通学（66.7%），買物(9.5%)，通院(9.5%) 

交通手段 
徒歩(52.4%)，送迎車(33.3%)， 

自分で運転する自動車（9.5%） 

来訪者 

(午前降車) 

283 人 

(学生

85.2%) 

出発地 

アンケート回答者が 4 名のため、傾向不明 
目的地 

利用目的 

交通手段 

休日 

町民等 

(午後降車) 

83 人 

(学生

78.3%) 

出発地 

アンケート回答者が 5 名のため、傾向不明 
目的地 

利用目的 

交通手段 

来訪者 

(午前降車) 

39 人 

(学生

56.4%) 

出発地 

アンケート回答者が 1 名のため、傾向不明 
目的地 

利用目的 

交通手段 



17 

 

２） 黒磯駅 

平日は、「学生の利用」が半数を占め、「那須塩原市民・那須町民が宇都宮及び周辺市への通勤・

通学目的」で利用しています。駅までの交通手段は、「自動車」が 60％を占めています。来訪者は

「首都圏からの通勤・観光目的」が多く、バス利用者が全体の 31％を占めています。 

休日は、「町民等は主に首都圏への観光や買物目的等」、来訪者は「首都圏からの観光目的等」が

多く、バス利用者が 41％を占めています。 

 

【調査日】平日：平成 24 年 10 月 11 日（木）、休日：平成 24 年 10 月 14 日（日） 

 

 

  

黒磯駅 利用実態調査結果 

曜日 利用者区分 降車数 利用者属性 

平日 

町民等 

(午後降車) 

1,453 人 

(学生

51.1%) 

出発地 那須塩原市（52.2%），那須町（41.8%） 

目的地 
宇都宮市（34.3%），矢板市(11.9%)， 

那須塩原市(7.5%) 

利用目的 通勤（44.8%），通学（26.9%） 

交通手段 
自分で運転する自動車（35.8%）， 

送迎車（23.9%），徒歩(16.4%) 

来訪者 

(午前降車) 

751 人 

(学生

49.5%) 

出発地 
宇都宮市(15.4%)，那須塩原市（11.5%）， 

東京・埼玉・神奈川（36.5%） 

目的地 那須塩原市（50.0%），那須町（30.8%） 

利用目的 通勤（38.5%），観光等（30.8%） 

交通手段 
バス（30.8%），徒歩(26.9%)， 

送迎車（25.0%） 

休日 

町民等 

(午後降車) 

750 人 

(学生

23.5%) 

出発地 那須塩原市（56.5%），那須町（30.4%） 

目的地 
東京・埼玉（54.1%），宇都宮市(13.0%)， 

白河市(13.0%) 

利用目的 
観光等（26.1%），買物（17.4%）， 

帰省(13.0%) 

交通手段 
自分で運転する自動車(43.5%)， 

送迎車(26.1%)，徒歩(32.7%) 

来訪者 

(午前降車) 

651 人 

(学生

12.0%) 

出発地 
東京・埼玉・千葉(57.1%)， 

県内(その他 10.2%)  

目的地 那須塩原市（34.7%），那須町（30.6%） 

利用目的 観光等（61.2%），その他（16.3%） 

交通手段 
バス（40.8%），徒歩(22.4%)， 

送迎車（16.3%） 
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３） 那須塩原駅 

平日は「那須塩原市民」の利用が多く、主に「通勤目的で東京・宇都宮方面への利用」が多くなっ

ています。駅までの交通手段は「自分で運転する自動車」が大半を占めていて、「宇都宮市等から那

須塩原市への通勤目的」、「東京都等から那須町への観光目的」での来訪者も多い状況です。来訪者

の半数は「駅からバス」で目的地に移動しています。 

休日は「大田原市民」の利用も多く、「観光目的等で首都圏への利用」が多くなっています。来訪

者は「首都圏から那須塩原市へ、通勤目的」での利用が多い状況です。 

【調査日】平日：平成 23 年 10 月 26 日（水）、休日：平成 23 年 10 月 30 日（日） 

  

那須塩原駅 利用実態調査結果 

曜日 利用者区分 降車数 利用者属性（※市外からの学生は除く） 

平日 

町民等 

(午後降車) 

2,305 人 

(学生

15.5%) 

出発地 那須塩原市（70.4%），大田原市（23.9%） 

目的地 東京都（41.7%），宇都宮市等（27.8%） 

利用目的 通勤（56.9%），観光等（11.1%） 

交通手段 
自分で運転する自動車（62.5%）， 

送迎車（16.7%） 

来訪者 

(午前降車) 

1,391 人 

(学生 5.7%) 

出発地 宇都宮市等（30.2%），東京都（27.9%） 

目的地 那須塩原市（35.0%），那須町（27.5%） 

利用目的 通勤（30.2%），観光等（27.9%） 

交通手段 
バ ス （ 46.5% ） ， 自 分 で 運 転 す る 自 動 車

（16.3%），送迎車（16.3%） 

休日 

町民等 

(午後降車) 

1,870 人 

(学生 7.9%) 

出発地 那須塩原市（53.1%），大田原市（40.8%） 

目的地 東京都（36.7%），神奈川・千葉等（36.7%） 

目的 観光等（24.5%），その他（20.4%） 

交通手段 
自分で運転する自動車（49.0%）， 

送迎車（30.6%） 

来訪者 

(午前降車) 

1,076 人 

(学生 6.7%) 

出発地 
神奈川・千葉等（34.4%）， 

那須塩原市等（28.1%） 

目的地 那須塩原市（58.1%），大田原市（19.4%） 

目的 通勤（43.8%），観光等（34.4%） 

交通手段 徒歩（31.3%），バス（25.0%） 
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２.２.４ バスの利用実態 

（１） 東野交通路線及び町民バス路線の利用者数 

東野交通那須線の利用者数は日平均 132 人ですが、観光ピーク時期の利用者数はさらに多く、平

成 28 年 10 月調査時の利用者数は平日 601 人（10 月 18 日（火））、休日 816 人（10 月 10

日（月・祝日））でした。 

 

■バス利用者数（平成 27 年度） 

運営主体 東野交通 那須町（町民バス） 

路線名 那須線 伊王野線 追分・黒磯駅線 湯本線 

年間利用者数 48,379 人 9,744 人 6,388 人 4,530 人 

年間運行日数 366 日 366 日 366 日 366 日 

日平均利用者数 132 人 27 人 17 人 12 人 

 

（２） 町民バス利用者数の推移 

現在運行している追分・黒磯駅線と湯本線の利用者数に大きな変化はなく、ほぼ横ばいで推移して

いる状況にあります。 

 

 

※赤字は現在運行している追分：黒磯駅線と湯本線の合計利用者 

  

5,733 6,359 6,156 6,271 6,388

5,090
5,391 4,921 4,945 4,530

1,700
1,461

845

2,273 2,227

1,177

1,055 892

433

15,851 16,330

13,532

11,216 10,918

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H23 H24 H25 H26 H27

年
間
利
用
者
数

追分・黒磯駅線 湯本線 六斗地・大谷線 夕狩線 棚橋線

H25.10 六斗地・大谷線、夕狩
線、棚橋線の運行休止。デマン
ド型乗合交通運行開始

10,823 11,07711,750

年度
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（３） 運行収支 

町民バスの運行収支状況を整理すると、平成 27 年度の運行経費が 2,027 万円、運賃収入が

281 万円であり、収支率は 14%となっています。1 人 1 乗車当たりの運行経費は 1,857 円、1

人 1 乗車当たりの運賃収入は 257 円となっています。 

 

※運賃収入は補助金を含まない数値 

２.２.５ デマンド型乗合交通の利用実態 

（１） 利用実績の概要 

登録者数は 1,365 人（平成 28 年 10 月 1 日時点）で、登録者のうち「60 歳以上が 71％」、

「60 歳未満が 17％」、「障害者等が 12%」となっています。 

自宅側停留所の設置箇所数は増加傾向にあり、実証運行開始当初の 2.1 倍になりました。（平成

28 年 10 月 1 日時点） 

利用者数は運行開始 1 年目は 4,499 人でしたが、年々増加傾向にあり、3 年目には 6,408 人と

なっています。北部運行区域の利用者が多く、1 日平均利用者数は北部運行区域が黒田原行き 23.3

人、広谷地行き 9.7 人、南部運行区域が 5.7 人です。利用者の 69％が「小中学生・60 歳以上」、

28％が「障害者等」となっています。 

 

15,851 16,330

13,532

11,216 10,918

2,268 2,323
2,103

1,802
2,027

413 413 343 287 281

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

H23 H24 H25 H26 H27

利用者数（人）

年度
利用者数 運行経費 運賃収入

運行経費・運賃収入（万円）

1年目 2年目 3年目

黒田原 3,596 3,580 3,786 10,962 (23.3)

広谷地 － 1,307 1,740 3,047 (9.7)

南部 236 75 黒田原 903 919 882 2,704 (5.7)

合計 1,365 289 － 4,499 5,806 6,408 16,713 (21.3)

※登録者数及び停留所数は平成28年10月1日時点

※1年目：H25/10/1～H26/9/30、2年目：H26/10/1～H27/9/30、

　3年目：H27/10/1～H28/9/30

運行区域 登録者数 停留所数 行き先

北部 1,129 214

3年間合計

利用者数（人）※（ ）内は日平均
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（２） 利用者数の変化 

利用者数は夏季に増加、冬季に減少する傾向にあります。利用者数は増加傾向にあり、直近 3 ヶ

月間は 1 ヶ月あたり 600 人を超えています。 

 

 

（３） 広谷地行き運行開始後（H26/10/1～H28/9/30）の利用実績詳細 

１） 曜日別利用者数 

黒田原行き（北部運行区域）は「金曜日」の利用者数が多く、月曜日の 1.7 倍となっています。

一方で黒田原行き（南部運行区域）及び広谷地行きは火曜日の利用が多くなっています。 
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２） 便別利用者数 

黒田原行きの上りは南北両運行区域とも 1 便の利用が多く、下りは北部運行区域は 3 便、南部運

行区域は 2 便の利用が比較的多い状況です。 

広谷地行きは、上りは 1・2 便の利用が、下りは 2 便・3 便の利用が多くなっています。 

 

３） 稼働率 

「稼働率（最大稼働可能台数に対する稼働台数の割合）」は黒田原行き（北部運行区域）を運行す

る「月・水・金」曜日で 76％、黒田原行き（南部運行区域）と広谷地行きを運行する「火・木・土」

曜日で 60％です。 

便当たり稼働台数は「月・水・金」曜日で 3.1 台／便、「火・木・土」曜日で 1.7 台／便、 

台当たり利用者数は「月・水・金」曜日で 1.9 人／台、「火・木・土」曜日で 1.5 人／台です。 

■稼働率（最大稼働可能台数に対する稼働台数の割合） 

 

※稼働率 

：集計対象期間に運行のために待機していた車両の総数（1 便当たり 4 台。運行日数が 314 日なら、
1 日 4 便なので 5,024 台）を「最大稼働可能台数」とし、実際に稼働した車両の総数を「実稼働
台数」として、「実稼働台数」÷「最大稼働可能台数」で「稼働率」を算出した。 
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月・水・金 314 4 4 5024 3831 76.3%

火・木・土 313 4 4 5008 3118 62.3%
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■便当たり稼働台数・便当たり利用者数・台当たり利用者数 

 

 

（４） 運行収支 

平成 27 年度の運行経費は 3,396 万円、運賃収入が 136 万円であり、収支率は 4%となってい

ます。1 人 1 乗車当たりの運行経費は 5,685 円、1 人 1 乗車当たりの運賃収入は 228 円となって

います。 

 

※運賃収入は補助金を含まない数値 

※平成 25 年 10 月から運行開始しているため、H25 のデータは半年分の実績を集計 
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２.２.６ 国勢調査による通勤・通学流動 

（１） 通勤・通学 

１） 通勤流動 

前回（平成 22 年）国勢調査の結果となりますが、通勤流動は以下のとおりです。 

■常住地集計結果 

  ・内々（那須町居住者が那須町内で就業）：65.9% 

  ・内外（那須町居住者が県内他市町村で就業）：28.6% 

  ・内外（那須町居住者が県外で就業）：3.9% 

■従業地集計結果 

  ・内々（那須町就業者のうち那須町内居住者）：58.7% 

  ・内外（那須町就業者のうち県内他市町村居住者）：33.2% 

  ・内外（那須町就業者のうち県外居住者）：6.7% 

 

 

出典：平成 22 年国勢調査（常住地、従業地・通学地集計データ）より作成  

■那須町常住地集計 ■那須町従業地集計
15歳以上就業者 割合 15歳以上就業者 割合

12,417 - 13,939 -
8,184 65.9% 8,184 58.7%
4,212 33.9% 5,563 39.9%

3,555 28.6% 4,626 33.2%

宇都宮市 137 1.1% 宇都宮市 48 0.3%
足利市 2 0.0% 栃木市 5 0.0%
栃木市 1 0.0% 鹿沼市 4 0.0%
佐野市 2 0.0% 日光市 18 0.1%
鹿沼市 7 0.1% 小山市 2 0.0%

日光市 9 0.1% 真岡市 1 0.0%

小山市 7 0.1% 大田原市 621 4.5%
真岡市 2 0.0% 矢板市 62 0.4%
大田原市 685 5.5% 那須塩原市 3,787 27.2%
矢板市 66 0.5% さくら市 16 0.1%
那須塩原市 2,568 20.7% 那須烏山市 9 0.1%
さくら市 23 0.2% 下野市 5 0.0%
那須烏山市 6 0.0% 上三川町 3 0.0%

下野市 1 0.0% 益子町 3 0.0%

上三川町 2 0.0% 市貝町 1 0.0%
西方町 1 0.0% 芳賀町 2 0.0%
益子町 2 0.0% 壬生町 1 0.0%
茂木町 1 0.0% 岩舟町 1 0.0%
芳賀町 7 0.1% 塩谷町 4 0.0%
壬生町 3 0.0% 高根沢町 8 0.1%
塩谷町 3 0.0% 那珂川町 25 0.2%

高根沢町 6 0.0% 937 6.7%

那珂川町 14 0.1% 岩手県 1 0.0%

486 3.9% 宮城県 6 0.0%

宮城県 2 0.0% 山形県 2 0.0%
秋田県 1 0.0% 福島県 843 6.0%
山形県 1 0.0% 茨城県 8 0.1%
福島県 292 2.4% 群馬県 3 0.0%
茨城県 10 0.1% 埼玉県 28 0.2%
群馬県 1 0.0% 千葉県 11 0.1%
埼玉県 40 0.3% 東京都 19 0.1%
千葉県 5 0.0% 神奈川県 11 0.1%
東京都 123 1.0% 新潟県 2 0.0%
神奈川県 4 0.0% 長野県 1 0.0%
富山県 1 0.0% 静岡県 1 0.0%
静岡県 4 0.0% 鹿児島県 1 0.0%
山口県 1 0.0%
福岡県 1 0.0%

当地で従業する者
自市町村に常住

他市区町村に常住

県内

他県

他県

当地に常住する就業者
自市町村で従業

他市区町村で従業

県内
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２） 通学流動 

前回（平成 22 年）国勢調査の結果となりますが、通勤流動は以下のとおりです。 

■常住地集計結果 

  ・内々（那須町居住者が那須町内に通学）：44.7% 

  ・内外（那須町居住者が県内他市町村に通学）：47.4% 

  ・内外（那須町居住者が県外に通学）：4.9% 

■通学地集計結果 

  ・内々（那須町通学者のうち那須町内居住者）：71.3% 

  ・内外（那須町通学者のうち県内他市町村居住者）：22.0% 

  ・内外（那須町通学者のうち県外居住者）：1.8% 

 

 

出典：平成 22 年国勢調査（常住地、従業地・通学地集計データ）より作成 

  

■那須町常住地集計 ■那須町通学地集計
15歳以上通学者 割合 15歳以上通学者 割合

1,267 - 794 -
566 44.7% 566 71.3%
700 55.2% 189 23.8%

600 47.4% 175 22.0%

宇都宮市 124 9.8% 宇都宮市 1 0.1%
足利市 2 0.2% 大田原市 14 1.8%
栃木市 2 0.2% 那須塩原市 158 19.9%
佐野市 1 0.1% 高根沢町 2 0.3%
小山市 11 0.9% 那珂川町 - -

大田原市 89 7.0% 14 1.8%

矢板市 55 4.3% 埼玉県 2 0.3%
那須塩原市 302 23.8% 千葉県 1 0.1%
さくら市 3 0.2% 東京都 9 1.1%
上三川町 1 0.1% 神奈川県 2 0.3%
壬生町 1 0.1%
塩谷町 3 0.2%
那珂川町 6 0.5%

62 4.9%

岩手県 1 0.1%
宮城県 1 0.1%
秋田県 1 0.1%
福島県 23 1.8%
茨城県 2 0.2%
群馬県 1 0.1%
埼玉県 5 0.4%

東京都 22 1.7%

神奈川県 3 0.2%

新潟県 1 0.1%

山梨県 1 0.1%
和歌山県 1 0.1%

他県

他県

当地に常住する通学者
自市町村で通学

他市区町村で通学

県内

当地で通学する者
自市町村に常住

他市区町村に常住

県内
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（２） 通勤・通学時の交通手段 

前回（平成 22 年）国勢調査の結果となりますが、通勤・通学時の交通手段は以下のとおりです。 

通勤通学時における交通手段は、常住地、従業地・通学地集計結果ともに、自家用車の利用率が

74.4％以上を占めており、乗合バスの利用率は極めて低い状況となっています。 

 

 

出典：平成 22 年国勢調査（常住地、従業地・通学地集計データ）より作成 

 

 

 

 

 

  

6.6%
7.1%

1.3%

74.4%

3.7% 徒歩だけ

鉄道・電車

乗合バス

勤め先・学校のバス

自家用車

ハイヤー・タクシー

オートバイ

自転車

その他

不詳

【常住地集計】【乗合バスを除く3%以下は非表示】

6.4%
0.7%

79.7%

3.3%
徒歩だけ

鉄道・電車

乗合バス

勤め先・学校のバス

自家用車

ハイヤー・タクシー

オートバイ

自転車

その他

不詳

【従業地・通学地集計】【乗合バスを除く3%以下は非表示】
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２.２.７ 公共交通空白地域 

本町の公共交通空白地域を「バス停から 1km 圏外かつデマンド型乗合交通運行地域外」と定義した

場合、デマンド型乗合交通は町内全域を運行していることから、町内に公共交通空白地域はありません。

ただしデマンド型乗合交通は隔日の運行であるため、運行日以外の日は「バス停から 1km 圏外」の地

域が公共交通空白地域となります。 

参考として、バス停 1km 圏域の面積は約 131km²（町域の 35%）で、バス停 1km 圏域の人口は

10,797 人（総人口の 42%）となっています。 

 

 

 

出典：人口は平成 28 年 4 月住民基本台帳人口、面積は平成 22 年国勢調査 

  

地域名 面積（km²） 人口（人）
バス停1km圏
域面積（km²）

バス停1km圏
域人口（人）

バス停1km圏
域面積比率

バス停1km圏
域人口比率

バス停1km圏
域＋デマンド
運行地域面積

（km²）

バス停1km圏
域＋デマンド
運行地域人口

（人）

バス停1km圏
域＋デマンド
運行地域面積

比率

バス停1km圏
域＋デマンド
運行地域人口

比率
湯本 55.07 1,412 19.88 510 36.1% 36.1% 55.1 1,412 100.0% 100.0%

高久乙 32.13 2,650 22.52 1,859 70.1% 70.2% 32.1 2,650 100.0% 100.0%
高久丙 34.62 2,898 13.93 1,166 40.2% 40.2% 34.6 2,898 100.0% 100.0%

大島・豊原丙 34.70 1,610 1.81 84 5.2% 5.2% 34.7 1,610 100.0% 100.0%
豊原甲・豊原乙 39.63 1,678 0.74 31 1.9% 1.8% 39.6 1,678 100.0% 100.0%
寺子丙・漆塚 13.04 2,876 7.44 1,643 57.1% 57.1% 13.0 2,876 100.0% 100.0%

高久甲 27.81 3,837 16.43 2,268 59.1% 59.1% 27.8 3,837 100.0% 100.0%
寺子乙 21.09 3,425 5.84 949 27.7% 27.7% 21.1 3,425 100.0% 100.0%

富岡・豊原 8.67 1,063 4.25 521 49.0% 49.0% 8.7 1,063 100.0% 100.0%
芦野 36.57 1,603 7.19 316 19.7% 19.7% 36.6 1,603 100.0% 100.0%

伊王野 34.98 2,300 18.49 1,216 52.9% 52.9% 35.0 2,300 100.0% 100.0%
蓑沢 34.01 659 12.08 234 35.5% 35.5% 34.0 659 100.0% 100.0%

合計 372.32 26,011 130.6 10,797 35.1% 41.5% 372.32 26011 100.0% 100.0%
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２.２.８ アクセシビリティの評価 

 本町は那須塩原市との流動が多い状況にあります（後述する調査結果では那須塩原市の黒磯駅周辺に

外出している人が多い状況）。 

 そこで、黒磯駅周辺への外出状況として、「黒磯駅に 8 時に到着すること」を想定して、町内の鉄

道駅またはバス時刻表と鉄道乗り継ぎ状況を整理した結果、鉄道駅（黒田原駅・高久駅・豊原駅）と東

野交通の「那須線（直通）」と「伊王野線（黒田原駅での鉄道乗り継ぎ）」、町民バスの「追分・黒磯

駅線（直通）」でアクセスが可能な状況となっています。アクセス圏域（各鉄道駅の 1km 圏域または

各路線のバス停 1km 圏域）の人口は約 16,259 人で総人口の約 61%となっています。 

 

 

※アクセシビリティ：交通の便の良さ、利用しやすさを意味します。 

  

※白いメッシュは非居住地（人口がいないこと）を意味します。
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参考.アクセシビリティの評価に用いた時刻表 

■鉄道駅（黒磯駅を 8時着とした場合の各駅の最終便） 

 豊原駅：7:46 発、黒田原駅：7:51 発、高久駅：7:56 発 ⇒ 黒磯駅：8:01 着 

 

■東野交通路線バス 

①那須線 

 

※いずれも平成 29 年 1 月時点 

  

※

黒
磯
駅
に
８
時
ま
で
に
到
着
可
能
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②伊王野線 

 

■町民バス 

 ①湯本線                  ②追分・黒磯駅線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いずれも平成 29 年 1 月時点 

  

※黒磯駅に８時までに到着可能（黒田原駅7:51～黒磯駅：8:01）
黒磯駅に8:01着となるので対象とします

※黒田原駅到着は8:11のため、7:51発～黒磯駅：8:01着に間に合わない

※黒磯駅に８時までに到着可能


